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第２学年道徳科学習指導案 

日 時 令和○年○月○日（月）○校時 

場 所 ２年○組教室 

授業者 ○ ○ ○ ○ 

 

１ 主題名 誠実，責任ある行動「Ａ-(１)自主，自律，自由と責任」 

 

２ ねらいと教材 

(1) ねらい 

自分を律し，自分や社会に対して常に誠実でなければならないことを自覚し，人間として誇りを持

った，責任ある行動をとろうとする道徳的実践意欲と態度を育てる。 

 

(2) 教材名 

 「ネット将棋」（文部科学省 中学校道徳 読み物資料集） 

 

３ 主題設定の理由 

(1) ねらいや指導内容についての教師の捉え方 

 本主題は，中学校学習指導要領特別の教科道徳，内容項目Ａ－(１)「自主，自律，自由と責任」の

「自律の精神を重んじ，自主的に考え，判断し，誠実に実行してその結果に責任をもつこと」を受け

ている。 

中学校の段階では，学年が上がるにつれて，自我に目覚め，自主的に考え，行動することができる

ようになる。しかし，自分自身の行為が自分や他者にどのような結果をもたらすかということを深く

考えないまま，無責任な言動をとることもある。日常のどのような小さな行為においても，自ら考え，

判断し，自分の自由な意志に基づいて決定し，それに対して責任を持たなければならないことを実感

させる必要がある。また，自分の行為の動機の純粋さにとどまらず，その行為が及ぼす結果について

も深く考えられるようにすることが必要であること，自らを律し，自分や社会に対して常に誠実でな

ければならないことを自覚し，人間としての誇りを持った，責任ある行動がとれるようにすることを

指導することが求められている。 

学年や年齢が上がるにつれ，自由な意志や判断で行動できる機会も増えてくるが，同時にその行為

に対する責任も求められる。社会に生きる一人の人間として，自ら考え，判断し，実行した結果がど

のようなものであろうとも，責任を他人に転嫁せず，自分の行為に対して責任を持つことが大切であ

ると考え，本主題を設定した。 

 

(2) 生徒のこれまでの学習状況や実態 

中学生になると，学校行事や部活動など，自分たちで考えて，決定し，自由に行動できる機会が増

えてくる。そして，親や教師に頼らず，自分たちで行動しようという気持ちが強くなる。しかし，う

まくいかないことがあると，途中で投げ出したり，他者に責任を転嫁したりするなど，自分の行動に

責任を持つことについて，十分に理解していない面がある。また，一時の感情に任せて行動し，自分

の行動が自分や他者にどのような結果をもたらすかを考えず，無責任な行動をしてしまうこともある。 

生徒は小学校高学年で，「自由と自分勝手の違い」や，「自由な考えや行動のもつ意味及びその大切

さを実感すること」について学習している。また，誠実について，「自分自身に対してだけでなく，外
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に向けても誠実さを発揮すること」も学習している。これまでの学習内容を発展させ，本時はより高

次の自立心や自律性を高め，日常のどのような小さな行為においても，自ら考え，判断し，自由な意

思に基づいて決定し，それに対して責任を持たなければならないことを実感させたい。 

 

(3) 使用する教材の特質 

本教材は，主人公の「僕」のインターネット将棋の利用の仕方を通して，誠実に行動すること，自ら

の行為に責任を持つことについて考えることができる内容である。 

「僕」は，将棋で自分より下だと思っていた敏和と対局し，予想外に追い詰められた。考え込むふり

をして時間稼ぎをし，勝負は引き分けとなった。敏和がインターネット将棋で勉強して強くなったこと

を知り，帰宅してパソコンに向かい，勝てそうだと思った中学生に対局を申し込んだ。しかし，あっと

いう間に追い込まれ，負けそうになった「僕」は黙って画面を閉じてしまった。その後も，色々な相手

に勝負を申し込んだが，自分より技量が上の相手には勝てず，面白くなくなり，ログアウトすることを

繰り返していた。 

翌週，クラスメイトの明子のソフトボールの話から，素直に負けを認めること，勝負の相手との向き

合い方が話題となった。「『負けました』と言える試合をすればいいんだ」と明子が気付き，「負けたこと

の言い訳かい」という敏和の発言に周りのみんなは笑ったが，「僕」は一人笑えなかった。 

年齢や学年が上がるにつれて，自分の意志で決定し，自由に行動できることが増える反面，自らの行

為に責任を求められるようになっていく生徒たちに，「誠実に行動すること，自らの行為に責任を持つ

ことが自分にとっても他者にとっても大切であるということ」を気付かせることができる教材である。 

 

(4) 指導観 

本時の指導に当たっては，主人公の「僕」の気持ちや行動を，様々な見方や角度から多面的・多角的

に考えさせることを意識し，誠実で責任ある行動をすることが，他者にとってだけでなく，自分にとっ

ても大切であることに気付かせたい。授業中に生徒が考える時間を確保するために，事前に教材を読ま

せ，教材の内容を理解させる。 

導入場面では，普段の生活の中で責任を求められるのはどのようなときかを問い，日常生活を想起さ

せることで，本時の主題について，身近な問題として自分との関わりで考えさせる。 

展開場面では，まず，「僕」がネット将棋で負けそうになって勝手にログアウトしたことを取り上げ

る。特に，勝負に負けたくない気持ちやネットゲームだからと安易に考えていたことなど，共感できる

部分について考えさせることを意識する。そして，「僕」の行動について，共感できる部分と共感できな

い部分の両面から，責任を持つことについて多面的・多角的に考えさせる。敏和の発言に周りのみんな

が笑う中，「僕」が一人笑えないでいる場面を中心場面とし，クラスメイトの話から「僕」が気付いたこ

とについて考えさせる。ウェビングマップを活用し，無責任な行動をしたことへの反省や後悔など，様々

な思いに気付かせたい。 

終末場面では，ワークシートに書く活動を取り入れ，教材を通して考えた「責任を持つこと」と自分

の生活を照らし合わせて振り返らせ，人間としての生き方について考えさせる時間を確保する。 

生徒の学習状況を見取るために，ワークシートと板書を活用する。ワークシートに示されているウェ

ビングマップを用いて様々な見方や角度から考えることができるように工夫し，さらに友達の考えを記

録させることで，考えの広がりを見取る。また，意図的指名を行う際や発言の少ない生徒の考えを把握

する際にも活用する。板書については，生徒の発言の記録とするとともに，授業後に写真を撮影し，教

師自身が，授業のねらいに迫ることができたかという点から授業を振り返る際にも活用する。 
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４ 教材分析・発問構成 

あらすじ      気付かせたい考え       発問         予想される反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

◎周りのみんな

が笑う中，一人

笑えなかった

僕は，どのよう

なことを考え

ていたと思い

ますか。 

・負けたくない気持

ちは分かる。 

・相手が誰か分から 

ないからいいと思 

ってしまう。 

・対戦相手に失礼に 

なる。 

・自分勝手でひど 

い。 

色々な相手に勝負

を申し込むが，技

量が上の相手には

勝てず，面白くな

くなり，いきなり

ログアウトするこ

とを繰り返した。 

負けそうになって

勝手にログアウト

する僕の行動や心

情について考えさ

せる。 

僕が勝負に負け

そうになって勝

手にログアウト

したことをどう

思いますか。 

・自分の行動が恥ず

かしい。 

・敏和が強くなった 

訳が分かった。 

・ごまかしていたか

ら今まで勝てなか

ったんだ。 

・都合が悪いことも 

素直に認めること 

が大切だ。 

・見えない相手だか

らこそ，きちんと

向き合わないとい

けない。 

僕は，敏和がイン

ターネット将棋で

強くなったことを

知り，一人の中学

生に対戦を申し込

んだ。しかし，あ

っと言う間に追い

込まれ，戦意を喪

失し，黙って画面

を閉じた。 

僕は，将棋で自分

より下だと思って

いた敏和に不利な

状況に追い込まれ

る。考え込むふり

をして時間稼ぎを

し，勝負は引き分

けに終わった。 

僕の行動が自分本

位で無責任だった

ことを押さえる。 敏和の発言に，周

りのみんなは笑っ

たが，僕は一人笑

えなかった。 

クラスメイトの明

子のソフトボール

の話を通して，素

直に負けを認める

ことや，相手との

向き合い方が話題

になった。 

僕の勝ちたい気持

ちと，インターネ

ット上での対局だ

からログアウトし

てもいいと思って

いる気持ちに気付

かせる。 

「ネット将棋」の

話を通して，責任

を持つとはどう

いうことだと思

いますか。 

・途中で投げ出さな

いで最後までやり

通すこと。 

・負けは負けときち 

んと認めること。 

・周りの人がどう思 

うかを考えて行動 

すること。 

クラスメイトの話

を聞いて，僕の気

持ちが変化したこ

とを押さえる。 
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５ 学習指導過程  

 学習活動 ○主な発問（◎中心的な発問） 

●補助発問 ・生徒の反応 

指導上の留意点 

 

導

入 

 

５

分 

 

 

 

 

 

１ 本時のねらいとする道徳

的価値についての問題意識

を持つ。      （一斉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題をつかむ。  （一斉） 

 

 
 

○普段の生活の中で，責任を

求められるのはどのような

ときですか。 

・係や委員会の仕事。 

・部活動のプレー。 

○責任を持つとはどういうこ

とだと思いますか。 

・自分の仕事を忘れない。 

・自分の役割を果たす。 

・人に迷惑をかけない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・責任を持つことについて，

生徒がどのように考えてい

るかを把握する。 

 

 

 
 

 

展

開 

 

35

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 範読を聞き，主人公の僕の

行動と心情を捉える。（一斉） 

 

 

４ 負けそうになって勝手に

ログアウトする僕の行動や

心情について考える。 

（ ペア → 一斉 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○僕が勝負に負けそうになっ 

て勝手にログアウトしたこ

とをどう思いますか。 

＜共感できる部分＞ 

・負けたくないのは分かる。 

・相手が誰か分からないから

いいと思ってしまう。 

＜共感できない部分＞ 

・対戦相手に失礼になる。 

・自分勝手でひどい。 

 

●ログアウトするのは個人の

自由だからいいのではない

ですか。 

・別に決まりはない。 

・そこまで気にしない。 

・相手に迷惑をかけている。 

 

●勝手にログアウトされたと

き，対戦相手はどう思った

でしょうか。 

・腹が立つ。 

・自分勝手な人だと思う。 

・もう対戦したくない。 

・将棋のルールを説明する。 

・僕の気持ちを考えながら範

読を聞かせる。 

 

・僕の勝負に負けたくない気

持ちや，ログアウトしても

いいと思っている気持ちに

気付かせる。 

・意見が偏った場合には，別

の視点から考えさせるため

に，補助発問をする。 

・教師がコーディネーターと

なり，様々な立場の意見を

交流させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

責任を持つとはどういうことだろう。 

学級生活や部活動など，具

体的な場面を提示し，普段

の生活の中で責任を求め

られるのはどのようなと

きかを考えさせることで，

本時の課題について問題

意識を持たせる。（問）（自） 

ペアや全体で意見を交流

し，自分とは違う感じ方や

考え方に触れさせる。（多） 

僕の行動について，共感で

きる部分と共感できない

部分の両面から考えさせ

ることで多面的・多角的に

考えさせる。（多） 

僕の行動の共感できる部

分と共感できない部分に

ついて，これまでの自分の

経験や感じ方と照らし合

わせて考えさせる。（自） 
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展

開 

 

35 

分 

 

５ クラスメイトの話を聞い

て，僕が気付いたことについ

て考える。（ 個人 → 一斉 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 「ネット将棋」の話から，

責任を持つことについて考

えたことや気付いたことを

共有する。 

（ ペア → 一斉 ） 

 

 

◎周りのみんなが笑う中，一 

人笑えなかった僕は，どの 

ようなことを考えていたと 

思いますか。 

・自分の行動が恥ずかしい。 

・敏和が強くなった訳が分か 

った。 

・ごまかしていたから今まで

勝てなかったんだ。 

・都合が悪いことも素直に認 

めることが大切だ。 

・見えない相手だからこそ，

きちんと向き合わないとい

けない。 

●誰かに何かを言われたわけ

ではないのに，僕はどうし

て笑えなかったのだと思い

ますか。 

・敏和の話が，自分のことを

言っていると思ったから。 

・自分の行動の恥ずかしさは 

自分が一番分かるから。 

・ずるい自分は，みんなと同

じようには笑えないから。 

 

○「ネット将棋」の話を通し

て，責任を持つとはどうい

うことだと思いますか。 

・途中で投げ出さないで最後

までやり通すこと。 

・負けは負けときちんと認め

ること。 

・周りの人がどう思うかを考

えて行動すること。 
 

・クラスメイトの話を聞い

て，僕の気持ちが変化した

ことを押さえる。 

・「負けました」ときちんと言

うことが将棋のマナーであ

ることを確認する。 

・僕の行動が自分本位で無責

任だったことを押さえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・責任を持つことについて，

教材を通して考えたり気付

いたりしたことをペアや全

体で共有させる。 

 

終

末 

 

10

分 

 

 

 

 

７ 人間としての生き方につ 

いて考える。 

（ 個人 → 一斉 ） 

 

○授業を通して考えた責任を

持つことについて，自分の

生活と照らし合わせて考え

ましょう。 

・責任を持つとは自分の仕事

をきちんとすることだけだ

と思っていたけれど，相手

がどう思うかを考えて行動

することも，責任を持つと

いうことだと分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜評価＞ 

責任を持つことについて，

主人公の気持ちを様々な

見方や角度から考えるこ

と，友達と意見を交流する

ことで，多面的・多角的に

考えようとしていたか。 

（多）【ワークシート・観

察・発言】 

ウェビングマップを活用

し，僕が考えたことについ

て，様々な見方や角度から

多面的・多角的に考えさせ

る。（多） 

責任を持つことについて，

自分の生活を振り返らせ，

具体的に考えさせること

で，人間としての生き方に

ついての考えを深めさせ

る。（自）（生） 

ワークシートに書かせる

時間を十分に確保し，自己

を見つめさせる。（自） 
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・苦手なことを途中でやめた 

りあきらめたりすることが 

あった。無責任な行動だっ 

たと思う。 

・試合に負けているときやう

まくいかないときに逃げな

いで立ち向かうことも責任

を持つことなのかなと思っ

た。 

 

 

（問）問題意識を持たせる        （多）多面的・多角的に考えさせる 

（自）自分との関わりで考えさせる  （生）人間としての生き方について考えさせる 

【評価】 

＜生徒の評価＞ 

・責任を持つことについて，主人公の気持ちを様々な見方や角度から考えること，友達と意見を交流す

ることで，多面的・多角的に考えようとしていたか。（多）【ワークシート・観察・発言】 

・責任を持つことについて，自分の生活を振り返り，自分との関わりで考えようとしていたか。 

（自）（生）【ワークシート・観察・発言】 

＜教師側の授業評価＞ 

・責任を持つことについて，主人公の気持ちを様々な見方や角度から考えさせること，友達と意見を交

流させることで，多面的・多角的に考えさせていたか。（多）【ワークシート・観察・発言】 

・責任を持つことについて，自分の生活を振り返らせることで，自分との関わりで考えさせていたか。 

（自）（生）【ワークシート・観察・発言】 

 

【板書】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○月○日  第○回道徳 「 ネット将棋 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

だから勝てな 
かったんだ。 

素直に認める 
ことが大切。 

自分は 
ずるい。 

一人 
笑えない

僕 

敏和が強くなっ
た訳が分かる。 
 

見えないから 
こそ，きちんと。 

恥ずかし
い。 

負けそうになって勝手にログアウト 

目に見えない 
相手 

自分が 
試される 

「負けました」 
と言える試合 

 

・自分のことだ。    ・一緒には笑えない。 

・自分のことは自分が一番分かる。 

・負けたくない気持ち 

は分かる。 
・相手が分からない

からいいやと思う。 

・別に決まりはない。 
・ネットだからそこま 

で気にしない。 

・自分勝手でひどい。 

・対戦相手に失礼。 
・相手に迷惑をかけ

るのはだめ。 

・マナーは守るべき。 
・何か言ってからログ

アウトするべき。 

みんなが笑う中，一人笑えなかった僕は 

どのようなことを考えていたのだろう。 

＜評価＞ 

責任を持つことについて，

自分の生活を振り返り，自

分との関わりで考えよう

としていたか。（自）（生）

【ワークシート・観察・発 

言】 

 

・自分の仕事を忘れないこと。                   ・途中で投げ出さないで最後までやり通す。 

・自分の役割を果たすこと。                     ・負けは負けときちんと認める。 

・人に迷惑をかけないこと。                     ・周りの人がどう思うかを考えて行動する。 

責任を持つとはどういうことだろう 
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【準備物】 

教師：教材，ワークシート，発問カード 

生徒：教材，筆記用具 

 

６ 他の教育活動との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校２年 道徳 

【誠実，責任ある行動】 

「ネット将棋」 

・自分を律し，自分や社会に対して常に誠 

実でなければならないことを自覚し，人

間として誇りをもった，責任ある行動を

とること。 

他の教育活動 

・学級活動 

・係活動 

・委員会活動 

・部活動 

・学校行事 

他の教育活動 

・学級活動 

・係活動 

・委員会活動 

・部活動 

・学校行事 


